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Abstract
Heisui-Sôhô is the collection of poems in the Chinese style in which Akamatsu Ryôen compiled the works 
of five poets ―― Katayama Chûdô, Kameyama Setsuu, Fujisawa Nangaku, Mizukoshi Kônan and the com-
piler himself ―― and published in 1880. Heisui Ginsha is a society for Chinese poetry organized by some 
poets who lived in Kobe during the Meiji era, and Mizukoshi Kônan is said to have joined it. When we re-
search on the early literary works by Mizukoshi Kônan, a poet in the Chinese style being active from the 
Meiji era to the Taisho era in Kobe, there arise several important questions. The first question is what charac-
teristics his works on Heisui-Sôhô displayed, and how he took part in editing and publishing it. The second is 
when Heisui Ginsha was founded, who its members were, and what parts he played in it. The third is whether 
or not Heisui-Sôhô and Heisui Ginsha that had similar names were some how connected with each other. In 
this paper, in order to solve these questions, we collected related materials as many as we could, and tried to 
describe several aspects of his early literary activities by introducing the contents of poems composed by 
Kônan and other poets.
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我々は前稿「水越耕南の初期の作品とその漢詩文ネットワーク――『開口新詞』と『薇山摘葩』をめぐっ
て――」（『武庫川国文』第七十三号，2009 年）において，水越耕南（畊南とも．1849 ～ 1933）の著『開口
新詞』と『薇山摘葩』を取り上げて考察したが，今回も引き続き彼の初期の文学活動に対する考察を行い
たい．今回の課題は下記の通りである．
明治十三年（以下，特に必要のない場合は，「明治」の年号は省略する）刊の『萍水相逢』は讃岐の赤松渡
（号椋園．1840 ～ 1915）の編に成る，彼自身も含めた五人の詩人の作品集だが，耕南もその作品が収録
されているだけでなく，かつその編集・出版の過程にもある程度参与していた形跡がある．そのことは
本書の出版人が耕南の著書や編書の幾つかを手がけた神戸の船井政太郎であるところにも見て取れる
し，また，本書の序の執筆者が耕南と交遊のあった清国駐神戸理事府理事の廖錫恩（1839 ～ 1887）であ
るところにも，より一層看取することができる．廖の序の一節を以下に引用してみよう．
　 　（畊南）一日出萍水相逢稿本求弁，余閲之，乃讃岐椋園赤松渡所輯．片山冲堂・亀山節宇・藤沢南
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岳与畊南及己近寓神阪諸作．顔曰萍水相逢巻……之数人者，余愧不獲尽友之，然其詩具在，可読而
知也．況乎不知其人，観之其友．余已以友畊南者，知畊南即可以知椋園・冲堂・節宇・南岳也．故
不得不以不文辞而弁其巻端云．大清光緒五年己卯歳季秋月重九前三日1）．
本書にその作品が収められているのは赤松・片山・亀山・藤沢・水越の五人だ 2）が，このうち，廖錫
恩が面識があったのは耕南だけで，廖は耕南が我が友である以上，そのつながりで他の四人についても
了解できるはずだという考えの下，序をしたためたのだった．この廖の発想は，思うに人生の行路で人々
が或る時偶然に時と所を共にするという意の，本書の書名から脳裏に浮かんだものだっただろう．
では，そのような意味を持つ「萍水相逢」（出典は王勃「滕王閣序」）を題として銘打った，この詩集は，
果たしてどのような内容のものなのか．また，この詩集に収められた耕南の諸作品はどのようなものな
のか．さらに，この詩集の編集・出版に当たって耕南が果たした役割は，結局のところどのようなもの
だったのか．以上が本稿の主要なテーマであるが，「萍水」という語の関連で言えば，実は耕南は萍水吟
社の社友であったということが言われている．では，この吟社の実態はどのようなものだったのか．ま
た，『萍水相逢』と何らかの関係があったのか否か．それらの問題も併せて，資料上の制約はあるものの，
可能な限り追究してみたいと思う．
なお，土屋鳳洲（1841 ～ 1926）が「萍水相逢続集序」（『新文詩』第八十五集，十五年七月，四～五頁）3） 
という文章を残しており，その中に，
　 頃者掠
ママ
園輯四子詩，又自録其詩，介南岳，属余序曰，曩者編一集，名萍水相逢，今又編続集，……
土屋弘序。時維明治壬午之秋。
と記されている。「四子」とは片山・亀山・水越・藤沢のことであり，この一節によれば，『萍水相逢』の
出版後三年目にその続集が出版の運びになったことが知られる。しかし続集の現物は現在のところ確認
することができない。あるいは計画が立てられただけで，実際の出版には至らなかったのかもしれない。
ともあれ，続集は本稿での考察の対象には含めない。
???????????
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初めに，『萍水相逢』の書誌事項について記しておく．管見では，『萍水相逢』の刊本は国立国会図書館
（マイクロフィッシュ），耶馬溪風物館，大東文化大学図書館（板橋図書館）の三カ所に収蔵されている．
そのうち，国会図書館本は巻下の丗五葉が欠落しており，一方，耶馬溪風物館本は巻上の十三葉から巻
末の廿葉までの各葉に，墨の汚れとおぼしきもののために判読できない文字が，少ない葉で 3 字，多い
葉で 10 字ある．しかし，両本を照合すれば，全体を判読することが可能である4）．
書名の揮毫者は胡震．書名の下に「光緒庚辰人日　四明小蘋胡震」と記してある．胡震は浙江省寧波府
鄞県（四明はこの一帯に横たわる四明山の略称）出身の文人で，商社晉記号主であり，神戸の寧波商人の
リーダーだった．小蘋はその字．光緒庚辰人日は明治十三年二月十六日に当たる．序の執筆者は，上述
の通り，廖錫恩．廖は広東省博羅県出身で，字は枢仙，号を子日亭といった．神戸における在任期間は
明治十二年二月から十五年五月まで．その他，衛鋳生（戊寅除夕）と琴渓道人（己卯仲夏）の題詞が巻頭に
ある．鋳生は衛寿金の字．江蘇省蘇州府常熟県出身の書家で，明治十一年（戊寅）から十二年（己卯）にか
けて関西に滞在した．また，琴渓道人は呉広霈（又名灝．1855 ～ 1919）の号で，字は瀚濤．安徽省徽州
府涇県出身で，明治十年十一月から十二年五月まで神戸理事府の随員を務めた5）．刊記には次のように
ある．
　　明治十二年十二月廿七日　版権免許　　同　十三年二月　日出版
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　　　編輯者　愛媛県士族　赤松　渡　讃岐国香川郡高松旅籠町八十番屋敷
　　　出版人　兵庫県平民　船井政太郎　摂津国神戸区神戸本町通五丁目三十六番屋敷
　　　発兌人　大坂府平民　大野木市兵衛　大阪南区心斎橋筋壱丁目七番地
以下，稀覯本と言える本書に収録された詩人・作品・評者等を紹介し，他の特記事項についても記述
することにする．
巻上には片山冲堂（1816 ～ 1888）と亀山節宇（1837 ～ 1884）の作品，巻下には藤沢南岳（1842 ～
1920）・水越耕南・赤松椋園の作品が，それぞれ他者の評を附して収録されている．以下，便宜上，こ
の五名を耕南以外の四名と耕南とに分けて取り上げることにするが，耕南の作品については一歩掘り下
げ，前稿に引き続き，その漢詩文ネットワークという観点から，幾つかの作品の内実や作詩の具体的状
況にも立ち入って記述することにしたい．
?????????????????
①片山達冲堂．計 33 首．【作品名】16）「屋島懐古」，2「小春」，3「雪　禁体」，4「寿祠官土屋翁六十」，
5 ～ 10「梅花十絶」節六，11「足柄山吹笙図」，12「脱牙歎」，13 ～ 16「擬古四首」，17「壬戌七月既望与
諸子舟遊城東」，18，19「松山懐古」，20「都府楼瓦硯歌為筧君謙斎」，21 ～ 25「客窓偶述五首」，26 ～
29「書事五首」節四，30「藤沢君成東遊卒賦為贈」，31，32「楠公二首」，33「稲花楼即事得遊字」．
その評の最も多く載っている（12 回）のは冲堂と同じ讃岐の人で，年齢も近い中邨（村）三蕉（1817 ～
1894）．讃岐の人物としては，他に葛西省斎（名は相清．？～ 1884），吉本復斎（1814 ～ 1848），尾池松
湾（1790 ～ 1867），渡辺松窩（1789 ～ 1865）の評もある．7 回にわたって評の載る藤沢南岳も，本書出版
当時は大阪に住んでいたが，もとは言うまでもなく讃岐の生まれ．讃岐関係以外の人物は，5 回にわたっ
て評の載る備後の五弓雪窓（1823 ～ 1886）と，豊後出身で園部藩の教先館の講師を務めた劉石秋（1796
～ 1869）のみ7）．
題を一見して制作時期が明らかなのは 17．冲堂生存期間中の壬戌は文久二年（1862）しかないから，
明治に入る前の作品ということになる．また，18 は，その題辞に「崇徳帝七百回　国忌在八月念六日」
とあるので，崇徳上皇が崩御した長寛二年（1164）の 700 年後，即ち元治元年（1864）の作ということにな
る．なお，ここの「松山」は崇徳上皇が配流され没した讃岐の白峰山．その他，1848 年に没した吉本復斎，
1865 年に没した渡辺松窩，1867 年に没した尾池松湾の評のある 1，2，3 も，明治に入る前の作品とい
うことになる．
冲堂の作品集としては，その生前に『六石亭詩文抄』（友梅軒，十六年）が，没後に植田竹次郎編『冲堂
先生遺稿』（片山岬，1919 年）が出版されている．『萍水相逢』所収の作品のうち，1，2，3，4 は『六石亭
詩文抄』にも，また，33 は『冲堂先生遺稿』にも収録されている．
②亀山美和節宇．計 25 首．【作品名】1「擬題岳王廟」，2「孔明擒孟獲図」，3「藤肥州拝富岳図」，4「漁
邨晩帰」，5「新年読書開業席上似諸子」，6，7「咏西郷南洲二首」，8「咏史　係新田義貞事」，9「天長節」，
10「有感」，11「刺虎行　係膳臣巴提使事」，12「伴食宰相　係唐盧懐慎事」，13「劵繡曲」，14「美人出浴図」，
15「明兵囲蔚山図」，16，17「咏大石良雄二首」，18「芙蓉　限茫幢江双窓字」，19「夏日写懐　限寰湾山門8）
攀字」，20「江上晩望」，21，22「山房囲棊」，23 ～ 25「水越君令姪女君竹末氏．婚嫁纔畢蘭摧玉折．籹
鏡永掩．君哀痛之情．見于三截句．今読之使人想見裙釵夭夭之春．又使人傷惋香火寂寂之夕．遂倚其韻
而悲吟．不覚亦成三絶句．以換墓前一枝之花」．
その評の最も多く載っているのは赤松渡（10 回）だが，その他はほとんどみな節宇がかつて学んだ昌
平黌の関係者であり，かつ詩の制作時期に応じて，その評者が赤松と昌平黌関係者とに分かれているこ
とが看取できる．
『萍水相逢』所収の節宇の作品の一部は，彼の没後刊行された『節宇遺稿』（亀山茂理，大正六年）にも
重複して収められているが，『節宇遺稿』では収録作品にその制作年が附記されている．それを手がかり
にして見ていくと，6，7，8 はいずれも十一年の作で，赤松の評が附せられている．また，9 と 23 ～
25 は，『節宇遺稿』には収録されていないが，その題から明治以後の作であることが明らかである．こ
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れらにも赤松の評のみが附せられている．その他，赤松の評のみが附せられているのは 4，5，10，20
である．一方，『節宇遺稿』の繫年によって並べると，重野繹の評のある 3 は嘉永四年（1851）の作．重野
繹の評のある 14，松本衡の評のある 18，重野繹と南摩紀の評のある 19 の三首は嘉永五年（1852）の作．
南摩紀の評のある 15 は嘉永六年（1853）の作となる．
重野繹は正しくは重野安繹（1827 ～ 1910），通称は厚之丞，薩摩の人，号は成斎．薩摩藩校造士館に
学び，昌平黌に入学し古賀茶渓（1816 ～ 1884）・羽倉簡堂（1790 ～ 1862）に学んだ．松本衡（1831 ～
1863）は，通称謙三郎，号は奎堂，三河刈谷の藩士．嘉永五年，江戸に出て昌平黌に学んだ．南摩紀は
正しくは南摩綱紀（1823～ 1909），会津の人，号は羽峰．初め会津藩校日新館に学んだが，弘化四年（1847），
江戸に出て昌平黌に入学し経史百家を修めた9）．亀山茂理編纂の「府君略伝」（『節宇遺稿』巻上所収）に
よると，節宇は「嘉永四年春正月（姫路）藩選ヲ以テ江戸昌平黌ニ学ビ佐藤一斎翁ノ門ニ入リ刻苦勉励南
摩三郎ト共ニ詩文係ヲ勤ム同寮重野厚之丞，岡啓輔，松本謙三郎諸人ト共ニ相切磨シ業益進」んだといい，
また，土屋鳳洲が南摩羽峰からの伝聞として「（羽峰は）嘉安の際、翁（節宇）と同じく昌平黌に在り，経
史を研し，詩文を練り，相得て互いに知己と称し」（原文は漢文）たということを記している（「書節宇遺
稿後」10））．したがって，昌平黌の同学だった南摩・重野・松本らの評の附されている上記の作品は，節
宇が昌平黌在学時に作り，同学たちに評を求めたものと考えていいだろう．
この考え方でいくと，南摩紀の評のある 1 と 21，22，重野繹の評のある 13，さらには当時昌平黌教
授を務めていた安積艮斎（1790 ～ 1860）11）の評の附せられている 11 も，節宇昌平黌在学時の作だろうと
いうことになる．なお，『節宇遺稿』の繫年により，次の諸作品の制作年も知られる．すなわち，16 は
嘉永五年作，6，7 と 8 は 明治十一年作．また，8 は「天長節」というその題からして明治以後の作とい
うことになる．
節宇の詩に対する評者としては他に，回数は多くないが，内邨（村）忍・金子孝・葛西清・都築直の四
名も登場する．内邨（村）は『節宇遺稿』に評者としてその名の散見する内村松江という人物かと思われる
が，詳細は不明．金子孝の評が附せられている 16 と 17 は『節宇遺稿』巻下にも載っているが，そこでは
「金子三石曰」となっている．すなわち，字または号を三石という人物ということになるが，詳細は不明．
葛西清は上記の葛西省斎（名は相清）のことだろう．都築直は昌平黌における節宇の同窓生，宇和島出身
の都築士方のこと12）である可能性がある．都築の評のある 16 が『節宇遺稿』巻下で嘉永五年に繫けられ
ていることも，益々その可能性を強めるが，詳細は未詳．
ところで，『萍水相逢』と『節宇遺稿』，両者に共通して収められている作品のそれぞれの字句を検して
みると，多少の異同が見られ，中には詩題の改変されているものもある．例えば前者における 20「江上
晩望」は後者では「江上即目」となっている．また，14 の評者「重野繹」が後者では「羽峯」（南摩）となっ
ていたり，19 の評者の一人「重野繹」が後者では「学橋」となっていたりするのなども指摘しておかねば
ならないだろう．なお，学橋とは鯖江藩士，大郷学橋（1830 ～ 1881）のことと見られる．彼も昌平黌で
学んだことがある13）．総じて昌平黌関係の評者の名前における混乱が見られる．『萍水相逢』原稿提出時
の節宇自身の記憶違い，或いは養孫亀山茂理ら遺族による遺稿整理時の混乱に由来するものだろう．
③藤沢恒南岳．計 11 首．【作品名】1「鹿馬行」，2「謁小楠公墓作」，3「読棋譜偶成」，4「瑞香」，5「橘」，
6「落梅花」，7「露根蘭」，8「秋海棠」，9，10「題画三首」節二，11「雨中荷花」．
南岳は収録作品数も少ないが，したがって評者も少なく，小原竹香（1815 ？～ 1893），高見照陽（1827 ？
～ 1880），河野葵園（1827 ～ 1881），葛西省斎の四名のみ．省斎は南岳の父祖の地である讃岐のつなが
りと考えられ，他の三人はいずれも明治初期，南岳と同じく大阪に住んでいたので，そのつながりと考
えられる14）．
④赤松渡椋園．計 25 首．【作品名】1「川江途中　是日上巳」，2「野津原途中」，3「麑島客舎偶題」，4「過
桶狭謁今川義元墓」，5「竹」，6「露根蘭」，7「臥病」，8「偶作」，9「哭姨弟山崎宗博」，10「秋夜」，11「偶
成」，12「売氷叟」，13「匣刀歌　 引」，14「発神戸赴西京滊車中作」，15 ～ 17「三府雑詩十二首」節三，
18「観熊本城有感加藤肥州」，19「西郷隆盛」，20「尼崎途中」，21 ～ 23「神戸客中雑詩十首」節三，24「寄
山本忠礼在函館」，25「久保秀景招飲于眉山楼．（在阿州徳島）15）事在乙亥八月．偶追想当日景況．因有
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此作」．
椋園は高松市の初代市長（明治二十三年五月から六年間）として有名だが，その割にはそれ以前の事跡
については詳らかに記された資料が見当たらない．したがって，1，2，3，4 等，題に地名を含むもの
があるにもかかわらず，それらを手がかりにして，その制作時期を推定することは，今のところ不可能
なようである．ただ，25 は題に「乙亥」とあることから，八年乙亥以後の作であることが知られるし，
13 も，これが『明治詩文』第二十三集にも掲載されていることから，その刊行年月である十一年十月を
さほどさかのぼらぬころの作であろうことが推察される16）．また，19 は，詩の内容からして，十年の
西南戦争以後の作であり，24 は，この詩を寄せられた山本忠礼（1853 ～ 1890）が函館へ赴いたのが九年
の事と判明している17）から，それ以後の作ということになる．その他，14 と 15 も，その内容から，明
治以後の作であることが明らかである．総じて，明治以後の作と見られるものが後半の方に集中的に配
置されているように見て取れるから，或いは全体がある程度制作順に並べられている可能性もあるかも
しれない．ただ，仮にそうだとしても，節宇の作品におけるように，作成時期の古いものと新しいもの
とで，その評者が異なるというふうには見受けられない．13 に『明治詩文』の主宰者佐田白茅（名は直寛．
1833 ～ 1907）の評（『明治詩文』第二十三集十五頁，十一年十月）がそのまま転載されているのを除けば，
他はおおむね全体にわたって呉瀚濤と片山冲堂の評が大勢を占めている．椋園は冲堂が維新後，高松で
盖簪社という吟社を結んで教育した門人の一人だ 18）から，冲堂の評が多く見られるのは極めてもっと
もなことである．重視せねばならないのは呉瀚濤の方である．瀚濤が十年から十二年にかけて清国駐神
戸理事府随員として勤務したことは前述したが，その間，瀚濤と椋園との間にどのような接点があった
のか．これは本稿の重要な問題点の一つであり，後で検討することにする．他に評の見えるのは葛西省
斎，谷鉄心（1822 ～ 1905），藤沢南岳である．
なお，椋園は二十八年に『付一笑居詩鈔』（開益堂．以下『付』と略称する）という詩集を上梓しており，
そこにも『萍水相逢』と共通の作品が一部収載されているが，両者の間に多少の異同が見られる．その主
なものを挙げれば，次の通り．
2 の尾聯「府内城何処．依稀暮色遙」が『付』では「投宿家何処．行々問晩樵」．3 の詩題が『付』では「鹿児
島客舎雑興十五首」節一，起句「高低瓦屋幾千戸」が『付』では「高低瓦屋帯斜暉」．8 の詩題が『付』では「偶
成」，頸聯「啼鳥一声山欲暮．寒梅数点雪蔵春」が『付』では「飢鳥一声山欲暮．寒梅数朶雪蔵春」．末句「此
境居然太古民」が『付』では「即是羲皇以上民」．11 の尾聯「晩窓人劵思閑酌．早有山荊煮野蔬」が『付』では
「晩瓢猶有残酒．催喚荊釵煮野蔬」．
????????
水越成章耕南．計 27 首．【作品名】1「春日即題」，2「題春江垂釣図　某嘱」，3「秋日即事」，4「水邨
所見」，5「秋柳」，6「胡枝花」，7「訪紅蘭女史於鴨水」，8，9「亡友亀山貞二君一周忌辰書感用其乃翁詩
韻二首」，10「福博新詞題詞」，11 ～ 13「間情三首畳韻」，14「江上送人」，15「旭川所見」，16「悼竹末朗
平先生」，17「頃者判事国東君．見似近製一律．蓋係君遊西京与赤松教正唱龢之什．詞旨高遠．当日之
雅懐．可以想見也．乃賡原韻．以呈粲正」，18「暮秋書懐　又用前韻」，19 ～ 21「姪女竹末良久．以客歳
十一月．嫁于阪商多田氏．尓来拮据経営．商事殆加盛於往時．亦姪女之力也．今茲十一月．会為二竪所
侵．終不起．追悼之情．不能自禁．乃作悼詩三首」，22 ～ 26「清国理事官劉寿鏗先生．為余書得間多事
外五大字．見贈．筆気清遒．墨光淡雅．亦見其徳風．爰掲之壁上．欽仰之餘．係以五小時即用其字．為
韻．次第押之」，27「五月五日．偕吉田馬渡二僚友．及呉瀚濤盧子銘二君．同飲於柳原花月楼．坐間拈韻．
此日春昼也」
評者は亀山節宇，片山冲堂，呉瀚濤，胡少蘋，廖枢仙のほか，関遂軒（1851 ～ 1922），竹末晩香，近
藤南洲（1850 ～ 1922）．晩香は耕南編『皇朝百家絶句』（十八年）に竹末朗質の名で，その詩二首が収録さ
れており，そこの注によると，字は君直，号は晩香，播磨姫路の人とある．その他の人物については，
いずれも前掲拙稿において述べたので，参照されたい．
11 ～ 13 と 16 はそれぞれ，耕南の判事補としての岡山在勤時の作品集である『薇山摘葩』の巻上，巻
下にも見える．14 は『薇山摘葩』巻下の「送吉本知幾君於旭川畔別後成咏」と題だけが異なる．特に 11 ～
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13 については，『薇山摘葩』では廖枢仙の手厳しい評が附されていることを前掲拙稿において述べたが，
『萍水相逢』においては，すべて批判的な評は見当たらない．『萍水相逢』と『薇山摘葩』の両者に共通して
掲載されている作品において，その評は前者の方が少ない．15 は『薇山摘葩』には見えないが，その題
からして，これも岡山在勤時の作と考えられる．10 は，その名の通り，耕南が藤田岡県の『福博新詞』（古
野徳三郎・山崎啓八，十二年）に寄せた七律の形の題詞だ 19）が，第三句に異同がある．すなわち『福博
新詞』の題詞では「着箇婉詞伝妙曲」となっていたのが，「若箇艶詞伝妙曲」と変わっている．按ずるに，
第一字は「若」が妥．前者において「着」となったのは，或いは書写した矢野静廬（1816 ～ 1900）のミスか．
ちなみに『萍水相逢』は全体にわたって田中正応の書写．
以下，前稿に引き続き耕南の漢詩文ネットワークという観点から，幾つかの作品を取り上げて論評す
ることにしたい．まず，郷土の先輩亀山節宇とのつながりの深さを示すものとして，8，9 を取り上げ
よう．この詩の題に見える亀山貞二（郎）は節宇が先妻荒木氏との間にもうけた次男（亀山茂理「府君略
伝」）で，十年に早世した．この詩は貞二の一周忌に節宇が詠んだ詩に次韻したもの．残念ながら，節宇
の詩は三首連作のうちの次の一首しか，現在のところ，確認することができない．
　　七月十三日亡児一周忌辰有感　三首節一　　亀山節宇
　　　雨滴茅檐不忍聞，去年今日与児分．欲探遺稿又停手，怕見朝辛暮苦文．（『節宇遺稿』巻下）
耕南の作は二首とも挙げておく．
　西風声与雁声聞，何事幽明有路分．一滴涙痕和墨写，悲秋詩又吊君文．
　蛍辛雪苦積年加，努力曾期孫与車．今日秋風人不見，断腸空薦墓前花．
これに対し，『萍水相逢』の評において，節宇は「得此二佳什而勒于墓碣真足不朽後什起承雖過褒然用
字巧妙不得不批在豚児拝賜寔多」と謝辞を述べている．その他，19 ～ 21 も，節宇の 23 ～ 25 との関係
の下，互いの親族にまで及ぶ両人の親密な間柄をよく物語る作品である．
次に，耕南の滞日清国人との交遊を反映する作品を見てみよう．まず，22 ～ 26 は，廖枢仙の前の初
代清国駐神戸理事府理事劉寿鏗（十一年六月から十三年二月まで在任20））から贈られた「得間多事外」の揮
毫に感激した耕南が，この五字を韻字として己の判事補としての公務と私生活との有様を詠んだもので，
次の通り．
　朝朝断獄来，未必無餘力．嘲月罵花権，亦吾曾所得．
　呼杯聊小憩，徐把旧詩刪．只解箇中趣，身忙心更間．
　公平持此法，何敢有冤科．退食繙詩巻，春風満室多．
　偶有故人来，燈前同一酔．清談唯月花，無語及公事．
　新柳緑毿毿，小梅香靄靄．坐来詩未成，春動踈簾外．
「閑暇を得れば俗世の外の事に目を向けた方がよい」との劉寿鏗のアドバイスにも見事に応えた内容と
なっており，耕南としては自信作の一つだったようで，最初は『明治詩文』第三十集 10 ～ 11 頁（十二年
六月）に掲載され，後に竹末朗徳編輯兼出板の『高山流水餘韻』（十五年）21）にも収録されている．
27 は耕南の同僚，吉田芳陽・馬渡漢陽，及び呉瀚濤・盧子銘の四名と共に神戸柳原の花月楼で宴飲
したときの作．盧子銘（名永銘）は福建省福州府侯官県出身，後に東京，横浜，神戸理事府の通訳を歴任
する人物だが，この当時神戸でどのような境遇にあったかは不明である．詩は次の通り．
　 韶華如水夢如塵，践約来尋野渡濱．薄酒惜春情更厚，旧朋在座話偏新． 
雲生遠岫籠濃緑，花掠前汀跳錦鱗．嬴得一株当檻柳，斜風細雨苦留賓．
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これに対し，その後，たまたま滞在先の名古屋で『萍水相逢』を手にして，この詩を読んだ子銘は，懐
かしさの余り，これに歩韻した五律・七律各一首を詠み，耕南へ送っている．そのうちの五律は，
　 海内隔風塵，回思聚海濱．落花人各散，麗句墨猶新． 
繞樹憐鳥鵲，裁箋托素鱗．陳遵今不見，投轄孰留賓．
というものである．この詩は第三句の後に「謂漢陽改任玉島，……余則遠客于此地云」との自注がある．「玉
島」がどこを指すかは不明だが，肥前出身の漢陽が神戸を離れたのは十六年初頭であり22），『翰墨因縁』
の出版は十七年十二月だから，子銘の詩は十六年から十七年にかけての時期に詠んだものである23）．
その他，進んで優れた師を求めようとする耕南の気性を表すものとしては，京都在住の女流詩人梁川
紅蘭（1804 ～ 1879）を訪うた 7 の詩もある．
??????????????????
以上を踏まえて，次に『萍水相逢』成立の経緯について，検証を試みてみたい．
まず，なぜ「萍水相逢」（偶然の出会い）と名づけられたのか．およそ人と人との出会いはみな偶然の
出来事とも言えようが，冲堂と椋園の師弟関係は同じく高松に住む者同士として，また，節宇と耕南の
先輩・後輩の間柄も同じく姫路の出身という点で，どちらかと言えば，起こり得る可能性の高いもので
ある．それらとは逆に，冲堂・椋園側と節宇・耕南側が何らかのきっかけで出会ったとすれば，それは
瀬戸内海という水を渡ってのことでもあり，まさしく「萍水相逢」と称するのにふさわしいのではなかろ
うか．以上のようなことが「萍水相逢」として認識されたことの第一点であるように思われる．
では，具体的にだれとだれとが出会ったのかといえば，椋園と耕南との出会いが最も可能性の高いも
のだろう．先に挙げた椋園の詩題に 14「発神戸赴西京滊車中作」というものがあり，また，21 ～ 23「神
戸客中雑詩十首」の詩句に「滊車煙接滊船煙」というものがある．神戸・京都間の鉄道の開通は十年二月
のことである24）．このような内容の詩を詠んでいるということは，彼が十年二月以後の或る時，神戸に
来て滞在したことがあるということである．前稿で明らかになった通り，耕南は十年末に岡山から神戸
に帰ってきた．とすると，翌十一年に入って以後，何らかのきっかけで椋園と耕南の出会いがあり，互
いに意気投合したのではなかろうか．そして，師・先輩も引き入れて詩集を出版しようとの話が持ち上
がり，讃岐側の二人と関西側の二人のほか，さらにその双方にまたがる要素を持つ存在として，讃岐の
出で関西で活躍している南岳を加えた形で五人の詩集を編むことになったのではなかろうかという想像
が成り立つような気がする．
時あたかも耕南は岡山で詠んだ作品をまとめて，師友の評を仰いでいる時期だった．耕南の詩の評者
に，当時の讃岐では望むべくもなかった，漢詩の本場である中国の人たちが少なからず含まれているこ
と，換言すれば，彼がそのような中国人との交遊関係をもっていることを椋園は羨ましく思い，自らも
耕南を通じて中国人たちの評を求めた．一方，節宇が自ら申し出たか，それとも耕南の提案でそうなっ
たかは不明だが，節宇の作品のうち，昌平黌関係者の評のない明治以後のものについて椋園の評を求め
た．かくして，評の配置においても「讃岐の椋園の作品に対する関西側の呉瀚濤の評」「関西の節宇の作
品に対する讃岐の椋園の評」というようにクロスしオーバーラップする形で，詩集全体の一応の有機的
な構造ができあがっているのである．
序や題詞を清国人に求めたのも，耕南が椋園の意気に感じて自らその役を買って出たのではなかろう
か．ともあれ，椋園は『萍水相逢』出版の直後，同じく船井政太郎（神戸）を出版人の一人として（他は大
阪の森琴石と大野木市兵衛），耕南・漢陽・琴渓道人の序，王冶梅の題辞のある『新撰書家自在』（十三
年十一月九日）を上梓しており，この当時，椋園が急速に神戸，関西に接近したことが窺われる．なお，
冶梅は王寅の字で，十年以後，数度来日した，江蘇省江寧府上元県出身の画家25）．
推測に推測を重ねているが，もう一言付け加えるなら，椋園の作品が後にかなり改変されているのは，
このときの中国人の評を参考にして推敲を重ねた結果ではないだろうか．前掲拙稿で述べた如く，耕南
が『薇山摘葩』の詩をまとめたときには，中国人からの結構手厳しい批評もあった．『萍水相逢』には批判
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的な評は見当たらないが，掲載されているもののほかに実際は相当辛辣な評もあった可能性なしとしな
いのである．
??????????
??????????
さて，次に『萍水相逢』とその名の共通する萍水吟社について考察することにしたい．
この吟社がいつ結成されたか，また，その社友はどのような人たちだったかという点に関する最も有
力な資料は，姫路の詩人下田天香（名重復，字孟陽．1841 ？～ 1916）の次の作品である．
　 念五日，与原口南村・倉本櫟山・渥美桂厓・水越耕南及某々子小集於得々亭．定萍水吟社之約，席
上分亭字
　窓容帆影月瓏玲，随意詩成倒酒瓶．神港自今萍水客，長留浪跡在斯亭26）．
まず，詩題の「念五日」が何年何月の二十五日であるかという点だが，これについては『天香遺稿』の作
品がほぼ作成順に配列されていることが手がかりになる．この作品より前に配されている作品のうち，
作成年月が特定できるのは「今茲辛巳十一月十九日…」と題する十四年十一月十九日のものであり，一方，
これより後に配されている作品のうち，作成年月が特定できるのは「癸未新年偶成次水越耕南韻」と題す
る十六年正月のものである．このことと，第一句の表す季節から考えて，上記の作品は十四年か十五年
の秋に詠まれたものと見なすのが妥当であろう．
では，次に萍水吟社の結成は十四年か，それとも十五年かという点については，『高山流水餘韻』に載
る耕南の詩の一つに「咏桂花　萍水吟社課題」と題するものがあり，これに対する鄭文程の評に「風韻独
絶．当是社中第一高手」とあるのが手がかりになる27）．同書の出版届けがなされたのは十五年の七月十
五日28）であり，鄭文程が神戸理事府通訳として神戸に滞在していたのは十五年五月から十八年一月ま
で 29）．萍水吟社の成立したのは秋だから，鄭の来神以前の秋となると，十四年の秋のみに絞られるこ
とになる．
さらにここで天香の上記の詩の起句の「月瓏玲」という表現に着目して想像を逞しくすれば，神戸地方
でこの表現に最もふさわしいのは十月二十五日だろうと思われる．かくして，萍水吟社の成立した日は
十四年の十月二十五日あたりだったろうということになる．
では，この吟社はいつまで存続したのかといえば，この点に関する資料は「大正丁巳之歳秋九月」（大
正六年，1917 年）の日付のある堀功（字百千，号春潭．1853 ～ 1922）の「求音吟社序」30）の次の一節である．
　 余住神戸四十餘年間，僅見二吟社．一曰萍水吟社，一曰双渓吟社，皆不久而廃絶．双渓吟社在数年
前，如萍水吟社遠在三十有餘年前．
この文章によれば，萍水吟社は明治二十年（1887）以前に廃絶したことになる．なお，春潭は徳島の人
で，神戸に来たのは六年（1873 年）31）．
そして，天香の詩には「己酉二月念一日，訪于石山人於神戸，適堀春潭，藤本天民亦至．余曾在神戸
同櫟山・南村・桃源・耕南・春潭諸兄創萍水吟社．月次一会，詩酒徴逐以為楽焉．是二十五年前之事
……」と題するものもあり（『天香遺稿』下），これによれば，同吟社が創始されたのは己酉（四十二年）の
25 年前，即ち十七年ということになるが，こちらの方は天香の記憶がやや不確かであると見た方がい
いのではなかろうか．さらに付け加えるなら，春潭に「于石山房小集，下田天香適従姫路至．天香為萍
水吟社旧友，一見歓笑話旧，句中故及」と題する詩があって（『春潭遺稿』中），これも奇しくも天香が詠
んだのと同じ于石宅での小集を詠んだものと見ていいだろうが，その詩句に「春醪一 黍鶏香，談論風
生動艸堂．萍水廾年蹤再合，蕙蘭同室気偏芳．……」とあるうちの「萍水廾年」の方は，もちろん概数で
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はあろうが，吟社が散じた大体の時期を示しているようである．
??????????
次に，社友はだれだれであったか．ここまでに掲げた詩題によって既にそのうちの 6，7 人が判明し
たが，この点についてはあと一つ資料がある．それは上掲の春潭「求音吟社序」の下文の，
　 如社友倉本櫟山・原口南村・太田瞎夫・大江敬香等諸人不乏善詩者，今皆上鬼籍．其他絮飛萍散，
其存者無幾何．
という一節で，これも参考にして列挙すると次のようになる．
　原口南村，倉本櫟山，渥美桂厓，水越耕南，太田瞎夫，大江敬香，下田天香，桃源，堀春潭．
原口南村（1840 ？～ 1899）は，名は泰，南村はその号，兵庫県三原郡大榎列村（現在の南あわじ市榎列）
の人，若いころ，岡田鴨里（1806 ～ 1880）に師事し，十二年九月から十七年六月まで神戸師範学校の教
諭（漢文）を務めた32）．倉本櫟山（1842 ～ 1897）は，名は雄三で，字は起業，櫟山はその号．兵庫県三原
郡西淡町（現在の南あわじ市）に生まれ，九年，名東県に出仕して以後，県内各地の郡長等を歴任し，神
崎郡長在職時に没した．二十二年に『櫟山詩存』が発行されている33）．下田天香は，『天香遺稿』所収の作
品の内容から推すに，下田桂屋の息子で，姫路の藩校で学び，維新後は姫路で判事補を務めた人物のよ
うだが，詳細は後考に待つ．堀春潭は幼にして徳島藩儒柴秋村等に従って漢学を修めた人で，神戸に来
て以後，七年から三十五年にかけて神戸税関で文書を専管し，三十六年から三十八年にかけて，中国人
の子弟を教育する神戸華僑同文学校（三十三年三月開校．現在の神戸中華同文学校の前身）の漢文教師と
校長を務めた34）．
以上，いずれも兵庫県，特に神戸と密接なかかわりを持つ人物である．これに対し，大江敬香（名孝之．
1857 ～ 1916）の神戸とのかかわりは，息子の大江武男「先君行略」35）によれば，「（明治）十三年三月赴備
前岡山．為山陽新報主筆．尋移神戸．為神戸新報主筆」となるが，これに続き「改進党之初興也．往参其
盟．従党務」とも記されている．立憲改進党が結成されたのは十五年四月の事だから，敬香が神戸で「月
次一会」の吟社の集いに参加したのは，その草創期のほんの僅かの間だったことになる．
『神戸新報』は十三年二月十七日に創刊された，自由民権的な立場に立つ新聞である．十四年政変の後，
兵庫県権令森岡昌純から厳しい弾圧を受け，発行停止や編集長の投獄が続き，しだいに発刊が難しくな
り，十五年三月に改進党の機関紙となって，十八年廃刊．『淡路新聞』（明治十年創刊の自由民権的な政
論新聞）の流れを汲むこの新聞社には淡路出身者が多かった 36）．敬香が『神戸新報』主筆として神戸に移
り住んだのは十三年九月頃と推定される．まだ田園風景の残っていた元町五丁目に居を構えた彼は，流
転の生活だからこそ却って多くの知己を得られるのだとして，次のように詠んでいる 37）．
　神戸客舎得寓于元街有二律（其一）　在神戸　大江敬香
　ト寓元街第五坊，清幽吾愛似邨荘．芭蕉蔽屋風声碧，梧竹映階秋気涼．
　月夕最宜吹笛閣，雨晨偏適読書堂．萍蹝到処多知己，畢竟他郷勝故郷．
これに対して，『敬香詩集』の刊行を祝う耕南の題詩には，天涯漂白の同志が新興のミナト神戸で知己
に出会い，互いに切磋琢磨した情景が描かれている 38）。
　敬香詩集題詩二首（其一）　在神戸　水越耕南
　萍水相逢天一涯，多情随処惜年華，君今茅海編吟草，我昔薇山賦摘葩．
　好継風騷聊免俗，不妨濃淡各成家．同遊従此須相知，湊畔松声麻麓花．
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敬香が立憲改進党結成のため東行するに当たり，耕南に贈った詩には，二人の数年間の交友が詠じら
れている 39）。
　将発神津聊賦四律以留節二（其一）　大江敬香
　其如流涙透征衣，別酒吹愁一酔微．雪後東風独料峭，雨餘春草独芳菲．
　身参世事常多累，情在煙霞豈忍違．三歳訂交非翁密，奚勝分手向東帰．
なお，渥美桂厓・太田瞎夫・桃源の三名ついては未詳である．後考に待つ40）．
以上の考察により，萍水吟社の存続期間，その社友等について，ある程度明らかにすることができた．
では，萍水吟社と『萍水相逢』との間にはどのような関係が考えられるか．結局のところ，現在確認でき
る両者の接点は，耕南がいずれにもかかわっていたことのみだが，ここでも想像を逞しくすれば，耕南
はこの吟社において，これをリードする積極的なメンバーだったのではないだろうか．前引の耕南の萍
水吟社課題作品に対する鄭文程の「当是社中第一高手」という評語から，そのことが窺われるのである．
また，そうした滞日清国人の評語が存在することは，この吟社の集いに清国人たちも参加することがあっ
たことを物語るものだろう．そのように考えるなら，清国人たちと頻繁に交遊していた耕南の役割は，
この吟社において極めて重要なものだったことになる．
いずれにせよ，神戸で十三年二月に出版された『萍水相逢』と，同じく神戸でその一年半余り後に成立
したと考えられる萍水吟社，その時間がかくも接近していることは，『萍水相逢』出版以降，ゆくりなく
も巡り会った者同士が唱和するという，漢詩文学の特性を見事に言い表した「萍水相逢」という語による
命名の妙に対する共鳴が，詩作にも取り入れられるほど，当時の神戸の漢詩人たちの間に余韻として残っ
ていて，それが吟社の命名にも援用されたのではなかろうか．
なお，必ずしも社友ではなかったようだが，藤本天民（1866 ～？）は，林田炭翁編輯兼発行『箕山勝遊
詩文集』（蝸牛盧，昭和四年）巻末の「箕山勝遊詩文集人名録」によると，「名達字士行号天民播州田原人」
とある．『大正詩文』に頻繁に詩や文章を発表している人物．また，四十二年二月二十一日に天香・春潭・
天民が集った于石山房の主人「于石」とは，当時三十八銀行神戸支店に勤務していた木村三二郎（1865
～？）の号41）．耕南が関西の漢詩人十二人の風貌を活写した『懐人絶句十二首』（1918 年）では十一番目
に取り上げられている．
???????
以上，本稿では水越耕南の初期の文学活動についての研究の一環として，彼の作品が収録され且つそ
の出版に当たり彼が重要な役割を果たしたと見られる，赤松椋園編『萍水相逢』と，彼がその社友だった
萍水吟社を中心に考察した．彼の初期の文学活動，特にその清国人とのかかわりを探る資料としては，
もう一つ『翰墨因縁』がある．次稿ではそれを手掛かりとして，清国人との積極的な交流により成長を遂
げたと見られる耕南の文学活動のプロセスをより詳しく跡付けてみたい．
?
1）　この文章は耕南編『翰墨因縁』（船井弘文堂，明治十七年）上巻にも転載されている．
2）　上記の序の一節には「己（已）近寓神阪諸作」とあり，この五人のほか，神戸・大阪在住の他の人たちの作品も収
められているように受け取れるが，実際はこの五人以外の作品は収められていない．
3）　この文章は後に土屋弘『晩晴楼文鈔』（鹿田静七，十九年）に収録．
4）　耶馬溪風物館本は，巻上，下それぞれの表紙に「倉沢柳泉君所寄　全二冊」との書き込みがある．
5）　以上三人と後出の盧子銘の神戸滞在期間と事績については，蔣海波「明治前期東亜文化交流の一側面――漢詩
人水越耕南の交友を中心に――」（関西文化研究叢書 12『東アジア三国の文化―受容と融合―』2009 年，55 頁）
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を参照．
6）　以下，便宜上，作品の収録順序を示すため，及び繰り返し言及する際の煩雑さを避けるため，番号を詩題に冠
する．「5 ～ 10」のように番号が複数にまたがるものは，その作品が複数首の連作であることを示す．
7）　中邨（村）三蕉，葛西省斎，吉本復斎，尾池松湾，渡辺松窩については，いずれも梶原猪之松（竹軒）『讃岐人名
辞書』（高松製版印刷所，1928 年）参照．五弓雪窓については中国新聞社広島県大百科事典刊行委員会事務局編
『広島県大百科事典』上巻（中国新聞社，1982 年）参照．劉石秋については上田正昭・吉田光邦監修『京都大事典　
府域編』（淡交社，1994 年）参照．
8）　印字が薄く「門」に見えるが，正しくは「間」であろう．
9）　重野，松本，南摩については，いずれも近藤春雄『日本漢文学大事典』（明治書院，1985 年）参照．
10）「書節宇遺稿後」．土屋弘『晩晴楼文鈔三編』（高島大円，1919 年）巻四所収．
11）近藤前掲書参照．
12）亀山節宇「送都築士方帰宇和島序」（『節宇遺稿』巻上）．
13）近藤前掲書参照．
14）小原竹香については三善貞司編『大阪人物辞典』（清文堂出版株式会社，2000 年）参照．高見照陽については浅
野儀史『三重先賢伝』（玄玄荘，1931 年）参照．河野葵園については竹林貫一『漢学者伝記集成』（関書院，1928 年）
及び近藤前掲書のそれぞれ「坂本葵園」の項参照．
15）「在阿州徳島」の五字は割注として入っているものだが，本稿では印刷上の都合により（　）に入れて示した．
16）6 も『明治詩文』第五十集（十三年七月）に掲載されているが，これは『萍水相逢』の刊行よりも後である．
17）北海道新聞社編『北海道大百科事典』下巻（北海道新聞社，1981 年）「山本忠礼」の項によれば，山本忠礼（1853
～ 1890）は高松に松平藩士の子として生まれ，九年司法省 14 等出仕として函館裁判所に勤務．2 年で裁判所を
やめ訴訟代言人（弁護士の旧称）として函館に居住した．
18）梶原猪之松前掲書「片山冲堂」の項．
19）藤田岡県の人と文学，その耕南とのかかわりについては前掲拙稿に簡単に述べた．
20）蔣海波前掲論文 54 頁．
21）『高山流水餘韻』は竹末朗徳（号梧軒．1865 ～？）が古沢介堂（1847 ～ 1911）・耕南・関遂軒・馬渡漢陽（1851 ～？）・
関黄蕨（1854 ～ 1915）の詩，各七～十六首を集めた作品集．
22）笠原広『在京佐賀の代表的人物』（喜文堂，1918 年）「馬渡俊猷君」の条に，判事補として神戸裁判所に在勤し
ていた漢陽は明治「十六年一月判事に陞進し，横浜裁判所八王子支庁長とな」ったとある．
23）盧子銘は神戸を離れた後の一時期，東海地方に滞在していたようで，岐阜の鷗盟社発行の高橋倭南編『錦嚢餘録』
（十八年）にその詩一首を残している（第九集）．
24）読売新聞神戸支局編『神戸開港百年』（中外書房，1966 年）．
25）蔣海波前掲論文 55 頁．
26）下田重復孟陽『天香遺稿』下（光田亀吉，1919 年）．
27）『天香遺稿』所載の十五年除日以前の作と見られる詩にも「静姫　萍水吟社課題」と題するものがある．
28）藤沢南岳の序は壬午（十五年）仲春．
29）蔣海波前掲論文 54 頁．
30）堀多聞編輯兼発行『春潭遺稿』上（1925 年）．
31）山内直一編輯兼発行『兵庫県人物列伝』（我観社，1914 年）．
32）黒田敏夫「田村文石（二）」28 頁，『あわじ』第 9 号，1992 年．樽谷明吉編輯兼発行『兵庫県御影師範学校創立五
十周年記念誌』，1928 年．
33）入谷仙介「淡路の漢詩人」，兵庫県立洲本高等学校創立九十周年記念誌編集委員会編『洲高九十年』所収，1987 年．
津司可三「倉本櫟山の生涯とその漢詩」，『あわじ』第 7 号，1990 年．
34）山内直一編『兵庫県人物列伝』（興信社出版部，明治四十三年），山内直一編輯兼発行『兵庫県人物列伝』（我観社，
1914 年）．陳徳仁編『学校法人神戸中華同文学校八十周年紀念刊』（同学校理事会，1984 年，138 頁）．
35）大江孝之（敬香）『敬香遺集』（大江武男，1928 年）所収．
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36）伊吹順隆「神戸と新聞――明治前期」（神戸市史編集室編『市史編集ノート』第 2 集，1960 年 10 月）．
37）『郵便報知新聞』明治十三年九月四日．
38）『郵便報知新聞』明治十四年一月十八日．なお，詩題にある『敬香詩集』の所在は今のところ確認できていない．
39）『神戸新報』明治十五年二月十九日．
40）他に淡路出身の正木鶴山（1862 ～ 1924）の『鶴山遺詠』（三木田屋，1925 年）に十六年の作として「題梅花書屋図　
萍水吟社課題」と「新鶯出谷倣応試体　萍水吟社課題」の二首があり，鶴山も萍水吟社の社友だったと見られる．
41）山内直一編輯兼発行『兵庫県人物列伝』（我観社，1914 年）．
?????????????????????? ??????
　《萍水相逢》是匯集了赤松椋園等五位詩人――片山冲堂、龜山節宇、藤澤南岳、水越耕南以及編者赤松椋園本人
的作品，出 于 1880 年的漢詩集．萍水吟社是明治時代曾經居住在神戶的詩人們結成的漢詩吟社．我們在硏究從明
治時代到大正時代，活躍在神戶的漢詩人水越耕南早期作品之際，產生了一些重要的疑問．第一是《萍水相逢》所載的
他的作品具有哪些特徵、他與這本詩集的出 具有哪些關聯．第二是萍水吟社是何時創立、有哪些成員、耕南在其中
發揮了什麼樣的作用．第三是具有共同名稱的《萍水相逢》和萍水吟社是否有什麼關聯．爲了解答這些疑問，我們在本
論文中，盡可能地廣泛收集有關資料．竝且通過介紹耕南與其他詩人作品的內容，對耕南早期文學活動的某些側面的
勾畫做了一些嘗試．
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